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稀有の大黒鮎
　去る九月の下旬，全世界の天文家を驚かせた此の太陽大黒鮎は，本誌前

號（第79頁）にも記したものである．此の窟眞は當時フランス國ドン9ル

Donv三ne天文皇のルドーLucien　Rudaux氏がデサンしたものであって，

右の角（すみ）に叢いナこ地球S比べて見るε，黒鮎が如何に亘大であり，叉，

如何に複雑なものであるがN“知れる。
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　此の大黒鮎は，わが三澤勝術氏0）観測によるξ第1054群の黒酢であって，

ブ｛！テン第145號に糠れば，去る九月22日に太陽の東橡に現はれ，漸次中

央に近づくミ共に，中に含まれる黒鮎薮も遣して，同月28日には此の軍一

群の中に含まれる黒鮎総敷が實に52個に達したものである．太陽の中央子

午線を通過したのは其の前日郎ち27日であった．

　自分は之れを，東京に出張中，五藤幹事の宅で，壁面に映窟されナこ直径



ナ　・一n　一一ラを見7：人より 109

3尺の太陽縁の中に見た・そして，尺度を纏れに當てて測定した結果，黒馳

が占めてみる全面積は，東西に11センチ，南北に9センチ，帥ち，言ひ換

へれば，東西の長さは太陽直径の七分ノーであって，實に200000キロメ

ートル（地球の直径の15倍）であるこミが知れる．此の一大黒鮎群のために，

太陽表面の中でかき齪されてるる部分は15000000000　zF7j’キロメートル，

即ち太陽全表面の400分の一を占めてみる．　（出本）

オーP一ラを見アa人3霧

山本先生！

　久しく御無沙汰致しました。此頃は，御大典の早縄放迭で忙しく御

座います．

　IKでは，札幌市の東南約五里の地，廣島村字中之澤にて受信し，是

を月寒放迭所に有線にて迭るのでございます．それで私は今月上旬よ

り，廣島村にあって種々の試験をして居ります．去る十八ロ，午後八

時のこεでしk．眞噌な中を三人して歩むで居りました．一入が「火

事だ！」ε叫びまし九驚いてその方を向きますミ，ぼつご地ZF線上

に薄赤いものがみえました．私の頭はすぐに「オ・・一ローラ」一位置

はミー確にあらはれそうな位置である．懐中電燈を取り出して，ス

ケッチをして再び忙しい仕事にミ取り掛って了ひました．午後十時

牛頃，北天を仰いで見ましたけれ3も，それらしいものはもう見えま

せんでした．けれさも九時頃までは確に此の光は存在して居りました．

　そして色は薄い赤で，幾分紫がかつて居りましtc．生れて始めて見

たオー一・P・一一ラ現象一夢の様に目の前にあらはれて居ります．

高さは15度位，幅は60度位で，最高部は少しく東によって居りまし

た．天候は快晴でした．

飴りに忙しい生活のため手紙を書くこEの出來なく報告のをくれま


